[bookmark: _GoBack]令和５年度　予科練平和記念館博物館実習受入要項

　予科練平和記念館では、下記に基づき学芸員資格取得のための実習生の受入れを実施します。

1. 実施期間・時間
期間：令和５年７月末～9月のうち５日程度
時間：午前9時30分から午後4時30分
※実習の詳細な日程については、参加する実習生と調整の上決定します。
※新型コロナウイルス感染症対策等により、受け入れ日程を変更もしくは中止する可能性があります。

2. 受入人数
２名程度
※応募人数が受入人数を上回った場合は，書類審査により受入を決定し，大学担当者宛に通知します。

3. 受入条件
当館での実習を希望する者で，下記の条件を満たす者とします。
（1） 博物館法施行規則第１条に規定する科目のうち「博物館実習」以外の単位を取得あるいは当該年度中に取得見込みの者。
（2） 原則として人文系（日本史，考古，民俗等）を専攻し，将来学芸員もしくは博物館にかかわる仕事に就くことを希望している者。
（3） 実習の全日程に参加できる者。（実習中の欠席、早退、遅刻は原則認めません。）
（4） 茨城県内に居住地もしくは帰省先があり，当館へ無理なく通える者。

4. 申込方法
電話にて問い合わせ後，大学の担当部局を通じて「博物館実習申込書」（様式第1号　予科練平和記念館のホームページからダウンロード可）を郵送で送付してください。

5. 受付期間
令和５年4月16日（日）消印有効


（裏面につづく）

6. 実習費用
· なし。実習に必要な教材その他の諸経費が発生する場合は，実習生または所属大学の負担となります。
· 当館までの交通費は実習生の負担となります。
· 実習生本人の事故等については，各大学・各自の保険加入を前提とし，当館に過失が認められる場合を除き，当館では責任を負いません。

7. その他
· 実習生に対する評価は行いません。
· 実習中は担当職員の指導に従い，成人としてふさわしい行動，マナーを心がけてください。
· 謝礼，手土産等は固くお断りします。
· 実習中の写真撮影，動画撮影は，大学への報告に利用する場合を除きご遠慮ください。
· コロナウイルスの拡大状況により，実習前2週間分の健康観察表（当館書式）の提出をお願いする場合があります。

8. お問い合わせ・申込書類送付先
〒300-0302　茨城県稲敷郡阿見町廻戸5番地1　予科練平和記念館
博物館実習担当
ＴＥＬ：029-891-3344　　ＦＡＸ：029-888-2470
開館時間：午前9時から午後5時
休　　　館：月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
※新型コロナウイルス感染症対策のため臨時休館になる場合があります。


以上








